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広島県i-Construction推進連絡会

○広島県内、国土交通省６事務所（広島国道事務所、福山河川国道事務所、三次河川国道事務所、
太田川河川事務所、広島西部山系砂防事務所、広島港湾・空港整備事務所）でＩＣＴ活用工事を実施。

○令和３年度発注におけるICT活用工事は全７１件で、実施率は９１％となっている。
○ICT（土工）、ICT（舗装）の実施率が高くなっており、ICT技術の浸透が進んでいる。

広島県内直轄６事務所のICT活用工事実施状況

●発注者指定Ⅰ型・Ⅱ型 ： ＩＣＴ活用が必須の工事
●施工者希望Ⅰ型 ： 入札者がＩＣＴ活用を希望すると総合評価加算点が与えられる方式
●施工者希望Ⅱ型 ： 工事契約後に施工者の希望によりＩＣＴ活用する工事
●その他 ： 発注時は、ICT活用工事の対象外であったが、契約後に施工者の提案によりICT活用する工事
※ いずれのケースもICT活用工事に必要な経費を計上

令和４年６月末現在

発注者指定Ⅰ型 発注者指定Ⅱ型 施工者希望Ⅰ型 施工者希望Ⅱ型 その他 合計 実施率

公告件数 71 件

実施件数 61 件

協議中 4 件

公告件数 20 件 14 件 33 件 1 件 68 件

実施件数 19 件 14 件 18 件 1 件 52 件

協議中 1 件 0 件 8 件 1 件 10 件

公告件数 8 件 8 件 0 件 16 件

実施件数 8 件 1 件 0 件 9 件

協議中 0 件 7 件 0 件 7 件

公告件数 5 件 5 件 0 件 10 件

実施件数 5 件 1 件 0 件 6 件

協議中 0 件 1 件 0 件 1 件

公告件数 1 件 0 件 0 件 1 件

実施件数 1 件 0 件 0 件 1 件

協議中 0 件 0 件 0 件 0 件

公告件数 33 件 0 件 33 件

実施件数 12 件 0 件 12 件

協議中 10 件 0 件 10 件

公告件数 6 件 0 件 6 件

実施件数 3 件 0 件 3 件

協議中 0 件 0 件 0 件

※実施率　＝　実施件数　÷　（　公告件数　－　協議中　）
※１工事で複数工種のICT工事が対象となっている工事があるので、各工種の合計件数　＝　全工種件数とはならない。

ICT（地盤改良工）

91%

90%

100%

67%

100%

52%

50%

全工種

ICT（土工）

ICT（舗装）

ICT（舗装修繕）

ICT（河川浚渫工）

ICT（法面工）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　２ページはＩＣＴ活用工事の実施状況です。

　当事務所では、平成３０年３月末現在、施工中を含め、５工事でＩＣＴ土工を実施しています。

　平成28年度は、公告件数１２件の内、ICT活用工事は２工事です。

　工事完了した２件について、３ページ、４ページで説明いたします。

　平成29年度は、公告件数９件の内、ＩＣＴ活用工事は３工事で、協議中が３工事です。
　この内、工事完了した１件について、５ページで説明いたします。

　





広島県i-Construction推進連絡会ＩＣＴ活用工事・業務各種資料、実施状況取組ＰＲ画像

※上記の表示を交互に繰り返しているバナーをクリック

これは中国地方整備局の
ＨＰです

※このページで、ＩＣＴ活用工事・業務の各種資料が確認できます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８ページは、中国地方整備局のホームページです。

「中国地方のi-Construction」のバナーをクリックすると取組ＰＲ画像が二つあります。

そのうち、山陰道の取り組みＰＲ画像について、後で見て頂きます。

以上、簡単ではございますが、山口河川国道事務所におけるi-Construction の取組の説明を終わります。
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【機密性２情報】川田工業（株） 東広島バイパス海田高架橋５号橋鋼上部工事

形 式 鋼６径間連続非合成鈑桁橋
橋 長 Ｌ＝２２７．４００ｍ
桁 長 Ｌ＝２２７．０２５ｍ
支 間 長 ３７．３ｍ＋４＠３７．９ｍ＋３７．３ｍ
有効幅員 ８．７５０ｍ～１８．８６６ｍ＋８．７５０ｍ～１２．７５７ｍ
鋼 重 １，０５２ｔ
架設工法 トラッククレーンベント工法

【工事概要】

○設計・施工の品質向上
ＣＩＭ３Ｄモデルを活用して主桁、縦桁、横桁、対傾構、下横構、検査路など部材が錯綜する箇所（特に支点周り）で干渉が生
じていないか確認することで、製作段階の手戻りを未然に防止した。
ＣＩＭ３Ｄモデルに人型モデルを取り入れ、昇降梯子や検査路等の使用に支障がないことを確認した。

○安全性の向上
ＣＩＭ３Ｄモデルを活用して吊り荷の俯角範囲や施工上支障になる架空線の位置を共有するなど、作業内容に則した安全教育を
行うことにより、安全性向上が図られた。

○関係者間の合意形成の効率化
地元説明資料にＣＩＭ3Ｄモデルを使用することで、専門知識のない方々にもわかりやすく説明することができた。
ＣＩＭ3Ｄモデルを工程計画・工程管理資料に用いることで、日々の作業における目標や留意点を作業者と容易に共有できた。

○設計・施工の品質向上
ＣＩＭ３Ｄモデルを活用して主桁、縦桁、横桁、対傾構、下横構、検査路など部材が錯綜する箇所（特に支点周り）で干渉が生
じていないか確認することで、製作段階の手戻りを未然に防止した。
ＣＩＭ３Ｄモデルに人型モデルを取り入れ、昇降梯子や検査路等の使用に支障がないことを確認した。

○安全性の向上
ＣＩＭ３Ｄモデルを活用して吊り荷の俯角範囲や施工上支障になる架空線の位置を共有するなど、作業内容に則した安全教育を
行うことにより、安全性向上が図られた。

○関係者間の合意形成の効率化
地元説明資料にＣＩＭ3Ｄモデルを使用することで、専門知識のない方々にもわかりやすく説明することができた。
ＣＩＭ3Ｄモデルを工程計画・工程管理資料に用いることで、日々の作業における目標や留意点を作業者と容易に共有できた。

３Ｄプリンターで作成した模型

現地状況

推薦整備局等 中国地方整備局
推 薦 事 務 所 広島国道事務所
工 期 令和元年１０月２６日～

令和３年３月３１日
施 工 場 所 広島県安芸郡海田町地先
請 負 代 金 額 １，０６９，１１２千円
業 者 名 川田工業（株）

主桁架設状況（夜間）

ＣＩＭ３Ｄモデルによる構造詳細

ＣＩＭ３Ｄモデル（架設状況）を活用した安全教育

【国土交通省 広島国道事務所】
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【機密性２情報】川田工業（株） 東広島バイパス海田高架橋５号橋鋼上部工事

形 式 鋼６径間連続非合成鈑桁橋
橋 長 Ｌ＝２２７．４００ｍ
桁 長 Ｌ＝２２７．０２５ｍ
支 間 長 ３７．３ｍ＋４＠３７．９ｍ＋３７．３ｍ
有効幅員 ８．７５０ｍ～１８．８６６ｍ＋８．７５０ｍ～１２．７５７ｍ
鋼 重 １，０５２ｔ
架設工法 トラッククレーンベント工法

【工事概要】

○ワンマン測量システムを用いた省力化
架設工事において、標高の出来形や桁のとおりを管理する際、従来方法ではレベル測量器を使用して行っており、レベル測量器を扱
う計測者と計測点にスタッフを据える計測補助者の２名での作業となる。「ワンマン測量システム」を用いることで、リモートコントロールシ
ステムによりトータルステーションが計測用ポールに設置したプリズムを自動視準し、１名で標高測量が可能になる。

○塗膜厚測定システムを用いた省力化
架設工事において、現場塗装箇所の膜厚測定は、従来方法では、膜厚を測定する測定者と計測結果を記録する計測補助者の２
名での作業であり、記録者が野帳に記録した測定結果を転記し、帳票を作成する必要があった。「膜厚測定システム」を用いることで、
スマートフォンと連動した膜厚計が、測定データをクラウドに保存するため、１名での塗膜測定が可能になり、自動的に帳票が作成され
る。

○ワンマン測量システムを用いた省力化
架設工事において、標高の出来形や桁のとおりを管理する際、従来方法ではレベル測量器を使用して行っており、レベル測量器を扱
う計測者と計測点にスタッフを据える計測補助者の２名での作業となる。「ワンマン測量システム」を用いることで、リモートコントロールシ
ステムによりトータルステーションが計測用ポールに設置したプリズムを自動視準し、１名で標高測量が可能になる。

○塗膜厚測定システムを用いた省力化
架設工事において、現場塗装箇所の膜厚測定は、従来方法では、膜厚を測定する測定者と計測結果を記録する計測補助者の２
名での作業であり、記録者が野帳に記録した測定結果を転記し、帳票を作成する必要があった。「膜厚測定システム」を用いることで、
スマートフォンと連動した膜厚計が、測定データをクラウドに保存するため、１名での塗膜測定が可能になり、自動的に帳票が作成され
る。

現地状況

推薦整備局等 中国地方整備局
推 薦 事 務 所 広島国道事務所
工 期 令和元年１０月２６日～

令和３年３月３１日
施 工 場 所 広島県安芸郡海田町地先
請 負 代 金 額 １，０６９，１１２千円
業 者 名 川田工業（株）

塗膜厚測定システムと従来方法の比較

ワンマン測量システムと従来方法の比較

【国土交通省 広島国道事務所】
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【国土交通省 広島港湾・空港整備道事務所】
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